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先進的情報技術の教育利用に関する研究

－ディジタルデータ収集技術を活用した学習具・教具の開発を通して－

情報教育部情報教育班 長期派遣研修員（筑前町立三輪小学校 教諭） 井手 富孝

１ 研究主題についての説明

(1)主題の意味

先進的情報技術とは，「いつでも・どこでも・誰でも」情報を利用したり，発信したりすること等を

可能にするための環境を作り出す方法や手段である。今日では，情報通信技術の目覚ましい発展により，

情報通信ネットワークが普及し，生活の様々な場面で場所を選ばず，情報機器が活用できるようになっ

てきた。

先進的情報技術の教育利用とは，各教科・領域等の目標を達成させるために，情報通信機器の利便性

を活かし，コンピュータ室に限らず，普通教室を中心にあらゆる場所で，授業等に効果的に用いること

である。

(2)副題の意味

ディジタルデータ収集技術を用いた学習具・教具とは，教師からの発問や質問に対しての回答及び解

答を子どもに携帯情報端末等入力装置を使って答えさせ，送信されたデータをコンピュータで処理し，

結果を表示できるシステムのことである。このシステムを授業で活用することで，子ども一人一人の理

解度や学習状況等を即時に把握し，個別に適切な支援ができるとともに，学習展開を工夫することも可

能になる。

(3)主題設定の理由

ア 社会の要請から

近年，情報通信技術の進歩により，大人だけでなく子どもも含めて，高度情報通信ネットワーク社会

への対応が必要になってきた。IT戦略本部より出されたIT新改革戦略の中で「次世代を見据えた人的基

盤づくり」の現状と課題として，「ITを活用した学力向上等のための効果的な授業の実施や，学ぶ意欲

を持った子どもたちがITを活用して学習できる環境の実現などが期待される」１）と述べられている。今

後さらに，教育活動の中でコンピュータを積極的に活用することが推進され，授業においても様々な活

用の工夫が必要となるとともに，コンピュータ教室だけでなく，普通教室を中心に様々な場所での効果

的な活用が求められると考える。

イ これまでの指導の反省から

これまで，算数科の学習を中心に，コンピュータを使って，子どもの解答や考えの変容のデータの分

析をもとにして，復習問題を作成したり，次の授業の支援を考える資料にしてきた。そして，子どもに

到達度を数値にして示したり，個に応じた課題を追究させたりすることで，子どもは目標をもって，意

欲的に学習に取り組むようになったことから，コンピュータを活用した指導の効果を実感することがで

きた。

しかし，個に応じた支援の面で，学習指導を振り返った時，挙手や机間指導等で子どもの反応や理解

の状況の把握に努めているものの，一人一人の考えを的確に把握し，指導することは難しい状況があっ

た。また，記録を分析するのに時間がかかり，次の授業に十分に活かせないことも多かった。

以上のことから，教室で常時使用できる携帯情報端末等を使ったシステムを構築し，授業での活用の

仕方を工夫していくことにより，様々な授業での活用が期待できるとともに，子どもの学習を支援する

上でも効果があると考える。

２ 研究の目標

先進的情報技術を用いて，子どもの理解度や個の学習状況等を把握するシステムを構築し，授業にお
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ける活用法を明らかにする。

３ 研究の見通し

データをコンピュータに送信する携帯情報端末等の入力装置の製作及び，受信したデータを処理する

プログラムを作成するとともに，授業における活用例，データの利用例等をまとめる。そして，システ

ムの概要や活用法をWebページに掲載する。

４ 研究の内容

(1)基礎研究

ア 有線接続によるシステムの構築

子どもが既習事項をどれだけ理解しているか，授業中の発問や質問にどんな反応をしているかを把握

したり，授業後に本時のねらいの達成度から，行った支援を見直して改善を図ったりすることは，分か

る授業を展開する上で重要なことである。授業の中で，即時に個別の反応を把握して結果を表示，保存

できるシステムが活用できれば，それをもとにした効果的な指導ができると考える。

また，システムは，学習活動中の活用であり，定規やコンパスのように手軽に活用できる必要がある。

そこで，有線接続によるシステムの概要を次のように考えた。

○ 適切な大きさの入力装置から，ON，OFFの選択をして信号を送る。

○ 送信されたデータをコンピュータで処理し，結果を座席表で表示するとと

もに，データベースに保存する。

そして，最大10ｍ離れた机上からの送信であること，入力装置の電源や大きさ

等を考えて，システムの接続方法や操作プログラムを調査した。その結

果，USB-IO（km2Net社製）という入出力ボードに，手のひらサイズのプ

ラスチック容器で製作したON，OFFスイッチ（資料１）を有線でコン

ピュータに接続することとした。また，どのスイッチからの信号かを特

定し，画面に結果を座席表で表示したり，データベースに保存できたり

するように操作画面を作成した（図１）。

イ 有線接続によるシステムを活用した授業から

システムの利点を活かし，学習活動の中から，子どもの理解度を把握

する場面と個の学習状況等を把握する場面での活用を行った。

○ 授業期日，場所 ７月19日（水）９月７日（木），Ａ町立Ｂ小学校

○ 授業対象 第５学年Ｃ組 12名

○ 教科，単元 算数科，「三角形と角」「小数のかけ算」

理解度を把握する場面では，次の学習活動に進む基準を決めてシステ

ムを活用した。既習事項の理解度やめあての把握が十分であるか確認し，

その結果から，既習事項を振り返ったり，新たな支援を行って再度考え

させたりして，その後の学習展開を工夫することができた（図２）。

個の学習状況等を把握する場面では，システムを活用することにより，

学習の見通しが持てているか，学習活動が進んでいるかを把握した。そ

して，支援を必要としている子どもに，助言やヒントカードを渡す等，

適切な支援を即時に行うことができた。

しかし，システムの接続が有線であるため，教室において使用する場

合，学習の妨げとならないように，事前に配線したり，入力装置を机上

に固定したりする必要があった。また，二択による送信だけでは，問題

に正解か不正解かや支援が必要な時の合図等，把握できる内容も限られ

ていた。

ウ 無線接続によるシステムの研究

(ｱ) 携帯情報端末によるシステムの構築

資料１ スイッチ

図１ 操作画面

図２ 理解度の把握時の活用

▼他の式と比較し，１より
も小さい乗数であることを
意識させ，再度考えさせる。

なぜ 0.6 をかける学習を
するか分かりましたか。
分かった人はスイッチを
押してください。
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